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A工 事 説 明 書        E 
台付シングルレバー湯水混合水栓（共）  KB-TP005-01-G188 （ニッケルサテン）

 KK-1NC（ニッケルクロム）
保証書にお取付店名、お取付日を必ずご記入下さい。また、この取扱・工事説明書は直接お客様に手渡して下さい。

外 観 寸 法 図 使用条件と取り付け前のご注意 

給水・給湯圧力 

最低必要圧力 ０．１５ＭＰａ 

最高圧力 ０．７５ＭＰａ（静水圧） 

適正圧力 ０．２～０．３ＭＰａ 

推奨給湯温度 ６０℃ 

使用可能水質 
水道水及び 

飲用可能な井戸水（※） 

用 途 一般住宅用 

●給水圧力が０．７５ＭＰａを超える場合は、市販の減圧弁を設置して適性圧力

（０．２～０．３ＭＰａ）に減圧して下さい。ウォーǿーハンマーや流水音が

低減します。

●給水圧力は給湯圧力と同等もしくは高く設定して下さい。

●誤作動などによるやけど防止のため、６０℃以下の給湯をおすすめします。

●高温でのご使用は水栓金具の寿命を短くし破損や水漏れの原因となります。

●給湯配管は最短距離で配管し、配管には保温材を巻いて下さい。

●湯・水を逆配管しないで下さい。やけどや故障の原因となります。

●給湯に蒸気を使用しないで下さい。やけどや故障の原因となります。

●水栓取り付け前には必ず配管内の清掃を行い配管内のゴミ、砂等を完全に洗い

流して下さい。漏水により、家財等を濡らす財産損害発生の恐れがあります。

●温度調節を容易にするために給水、給湯圧力の差圧はなるべく小さくして下さい。 

※飲用可能な井戸水とは、水道法に定められた飲料水の水質基準に適合する水をいう。

A器 具 の 取 り 付 け          E 
取り付け順にしたがって確実にお取り付け下さい。取り付け後は本管を開き、締め付け各部からの漏れの無いことを確認し、実用テストを必ず実施して下さい。 

１ 湯側・水側の配管に止水栓（別売品）を取り付けます。 ２ アȀプǿーを止水栓に固定します。

※止水栓は固定された配管に取り付けて下さい。

※流量調節や保守点検のため、必ず取り付けて下さい。

※止水栓の取付状態に注意して下さい。（給水・給湯ホースが極端に曲がる

ような施工はしないで下さい。器具の破損、水漏れの原因となります。）

※水漏れの恐れがありますので、アȀプǿーはフレキ管などへは直接取り付け

ないで下さい。

※アȀプǿーは手でいっぱい締め付けた後、モンキーレンȁで４５度程度締め付

けて下さい。（適正トルク：19．6
＋５

－０  N・m）

※アȀプǿーと止水栓の間には、付属のノンアスベストパッキンを必ず入れ直接

止水栓に取り付けて下さい。

※ノンアスベストパッキンの取り付けは、取り付け面が平滑でないと漏水の原因

になります。平滑でないものは絶対に使用しないで下さい。

３ 混合栓本体を天板に固定し、給水・給湯ホースをアȀプǿーに接続します。 

※本体の凸部分を取付穴に差し込んで取り付けして下さい。

※固定ナットの締付けは TOTO 製・締付工具（１３六角）：ＴＺ４０Ｌ等を使用してください。

※固定ナットは、締めすぎないで下さい。馬蹄金具が変形するまで締付けると固定力がなくなります。

※本体を固定する際や、固定後の位置調整を行う際に、レバーハンドルや吐水パイプを持たないで下さい。

（それらを持って締め付けますと破損の恐れがあります。）

※給水・給湯ホースは大きな曲げ半径（最小曲げ半径 ６0mm 以上）で曲げ、アȀプǿーへ接続して下さい。

４ 給水・給湯ホースをアȀプǿーに固定します。 

※給水・給湯ホース先端部とアȀプǿーの隙間が無いことを

確認してからクイックファスナーを確実にはめ込んで下さい。

※クイックファスナーをはめ込んだ後、ファスナー止めの

溝（下側）を確実にはめ込んで下さい。

※接続後、給水・給湯ホースを上方へ強く引いても抜けないこと

を確認して下さい。

取り付け後の点検・調整 

※給水・給湯ホースを上げ下げし、外れないことを確認して下さい。

※水栓の出し止めを数回繰り返し、配管接続部および水栓から水漏れがないことを確認して下さい。

※天板の上から水栓に対し、水をかけてキャビネット内に浸入しないか確認して下さい。

※吐水口部をはずし、泡沫内芯をよく水洗いして砂、ゴミなどを完全に取り除いて下さい。（取扱説明書参照）

※お使いいただく現場で適量、適温が得られるよう止水栓で調整して下さい。水の流量を湯の流量の１．５倍程度にすると温度調節がしやすくなります。

点 検 項 目      E 
使用中に異常が生じた場合は次の項目を点検し、調整して下さい。 

異常な状態 点 検 ・ 調 整 

吐水量が少ない 

① 止水栓が閉まりすぎていないか、ドライバー等で調整する。

② 泡沫内芯にゴミが詰まっていないか（分解図参照）。

③ 給水・給湯源に異常はないか。

高温あるいは低温しか出ない 
① 止水栓が閉まりすぎていないか、ドライバー等で調整する。

② 熱源が正常に作動しているかどうかを確認する。また、給水圧力に大幅な変化が無いか確認する。

A分 解 図    E 
万一故障等で分解される場合は下図をご参照下さい。 

１ ＭＫ５４７用吐水パイプ 

２ ＭＬ５４２用パイプカバー 

３ ＭＬ５４２用パイプナット 

４ パイプリング・Ｎ 

５ Ｋ１３・自在用Ｕパッキン 

６ ＭＬ５４２用本体 

７ カートリッジ・２５ＥＲ，Ａ

８ ＭＬ５４２用締付カバー 

９ ＭＬ５５３用化粧カバー 

１０ ＭＬ５５２用レバーハンドル（刻印無し） 

１１ 止めネジ Ｍ５×８ 

１２ ＭＬ５５０用ハンドルキャップ 

１３ Ｏリング Ｓ１２．５ Ｅ７－５１２ 

１４ 泡沫内芯 

１５ ３／８泡沫ソケット 

１６ ＭＫ０２用馬蹄金具 

１７ １３六角締付ナット（Ｌ＝７０） 

１８ クイックファスナー・８

１９ 寒冷地用アȀプǿー 

２０ ファスナー止め

２１ ノンアスパッキン

アフǿーパーツセット

Ａ 

Ｂ カートリッジ・２５ＥＲ，Ａ・ＡＳ

Ｃ 泡沫ソケットセット・５５０・ＡＳ 

Ｄ Ｎ用アȀプǿーＤ・ＡＳ 

※下図を参考に取り付け状態を

確認して下さい。

止水栓

正しい配管例 誤った配管例

フレキ管など

止水栓

極端な曲げ固定された配管

トルクレンチ等

止水栓

ノンアスベストパッキン

アダプǿ－

取付パッキン

天板

１３六角締付ナット

円柱側

六角柱側

ＭＫ０２用馬蹄᣿具

※注意
「後側」のシール部が必ず後側に
なる様に取り付けて下さい。

※注意
図の向きで取り付けて下さい。

馬蹄᣿具

取付パッキン取付穴

◆取付パッキンが天板に全周
接している。

◆馬蹄᣿具が天板に確実に
掛かっている。
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ǒƢᝠင੷ܹႆဃƷऀǕƕƋǓǇƢŵ 

᭗൦עןғᲢᛟଢ୿Ʒᚨܭவˑ᭗൦עןғᲢᛟଢ୿Ʒᚨܭவˑ᭗൦עןғᲢᛟଢ୿Ʒᚨܭவˑ᭗൦עןғᲢᛟଢ୿ƷᚨܭவˑˌɥƷˌɥƷˌɥƷˌɥƷ

൦ןᲣưƸŴถࡰןǛᚨፗƠƯɦƞƍŵ൦ןᲣưƸŴถࡰןǛᚨፗƠƯɦƞƍŵ൦ןᲣưƸŴถࡰןǛᚨፗƠƯɦƞƍŵ൦ןᲣưƸŴถࡰןǛᚨፗƠƯɦƞƍŵ    
 
੗ዓᢿЎƕዼǈ൦๨ǕƠƯܼᝠሁǛ຤

ǒƢᝠင੷ܹႆဃƷऀǕƕƋǓǇƢŵ 

ϵኽƕʖेƞǕǔئ৑ưƝ̅ဇƴƳǔϵኽƕʖेƞǕǔئ৑ưƝ̅ဇƴƳǔϵኽƕʖेƞǕǔئ৑ưƝ̅ဇƴƳǔϵኽƕʖेƞǕǔئ৑ưƝ̅ဇƴƳǔ

ˁಮǛƝ̅ဇƴƳǓŴעӳƸŴ݊ϬئˁಮǛƝ̅ဇƴƳǓŴעӳƸŴ݊ϬئˁಮǛƝ̅ဇƴƳǓŴעӳƸŴ݊ϬئˁಮǛƝ̅ဇƴƳǓŴעӳƸŴ݊Ϭئ

ϵኽʖ᧸Ǜᄩܱƴܱ଀ƠƯɦƞƍŵϵኽʖ᧸Ǜᄩܱƴܱ଀ƠƯɦƞƍŵϵኽʖ᧸Ǜᄩܱƴܱ଀ƠƯɦƞƍŵϵኽʖ᧸Ǜᄩܱƴܱ଀ƠƯɦƞƍŵ    
ϵኽᄊ੷ư൦๨ǕƠŴܼ ᝠሁǛ຤ǒ

Ƣᝠင੷ܹႆဃƷऀǕƕƋǓǇƢŵ 

ϵኽƷऀ ǕƕƋǔئӳƸŴ൦ఀ ԗ׊ƷภϵኽƷऀ ǕƕƋǔئӳƸŴ൦ఀ ԗ׊ƷภϵኽƷऀ ǕƕƋǔئӳƸŴ൦ఀ ԗ׊ƷภϵኽƷऀ ǕƕƋǔئӳƸŴ൦ఀ ԗ׊Ʒภ

    ƕ൧ໜɦƴƳǒƳƍಮƴƠƯɦƞƍŵࡇƕ൧ໜɦƴƳǒƳƍಮƴƠƯɦƞƍŵࡇƕ൧ໜɦƴƳǒƳƍಮƴƠƯɦƞƍŵࡇƕ൧ໜɦƴƳǒƳƍಮƴƠƯɦƞƍŵࡇ
൦ఀƕϵኽƢǔƱᢿԼᄊ੷ƠŴ൦๨Ǖ

ƷҾ׆ƱƳǓǇƢŵᣐሥᢿሁƴ̬ภ஬

ǛࠇƍƯɦƞƍŵ 

ϵኽƕʖेƞǕǔᨥƸŴᣐሥƱ൦ϵኽƕʖेƞǕǔᨥƸŴᣐሥƱ൦ϵኽƕʖेƞǕǔᨥƸŴᣐሥƱ൦ϵኽƕʖेƞǕǔᨥƸŴᣐሥƱ൦

ఀƷ൦৷Ɩદ˺Ǜӷ଺ƴᘍƬƯఀƷ൦৷Ɩદ˺Ǜӷ଺ƴᘍƬƯఀƷ൦৷Ɩદ˺Ǜӷ଺ƴᘍƬƯఀƷ൦৷Ɩદ˺Ǜӷ଺ƴᘍƬƯ

ɦƞƍŵᲢɦƞƍŵᲢɦƞƍŵᲢɦƞƍŵᲢ݊ϬעˁಮƷئӳᲣ݊ϬעˁಮƷئӳᲣ݊ϬעˁಮƷئӳᲣ݊ϬעˁಮƷئӳᲣ    
ϵኽᄊ੷ư൦๨ǕƠŴܼ ᝠሁǛ຤ǒ

Ƣᝠင੷ܹႆဃƷऀǕƕƋǓǇƢŵ 

ӕ˄ ƸŴᡫ൦ƠƯ൦ఀࢸʕܦ ƷЈƠഥǊӕ˄ ƸŴᡫ൦ƠƯ൦ఀࢸʕܦ ƷЈƠഥǊӕ˄ ƸŴᡫ൦ƠƯ൦ఀࢸʕܦ ƷЈƠഥǊӕ˄ ƸŴᡫ൦ƠƯ൦ఀࢸʕܦ ƷЈƠഥǊ

Ǜૠׅ ጮǓᡉƠŴ൦ఀ ǍᣐሥƷ੗ዓᢿƔǛૠׅ ጮǓᡉƠŴ൦ఀ ǍᣐሥƷ੗ዓᢿƔǛૠׅ ጮǓᡉƠŴ൦ఀ ǍᣐሥƷ੗ዓᢿƔǛૠׅ ጮǓᡉƠŴ൦ఀ ǍᣐሥƷ੗ዓᢿƔ

ǒƷ๨Ǖƕ໯ƍʙǛᄩᛐƠƯɦƞƍŵǒƷ๨Ǖƕ໯ƍʙǛᄩᛐƠƯɦƞƍŵǒƷ๨Ǖƕ໯ƍʙǛᄩᛐƠƯɦƞƍŵǒƷ๨Ǖƕ໯ƍʙǛᄩᛐƠƯɦƞƍŵ    
൦๨ǕƠƯܼᝠሁǛ຤ǒƢᝠင

੷ܹႆဃƷऀǕƕƋǓǇƢŵ 

 

����μɥƷƝදॖܤμɥƷƝදॖܤμɥƷƝදॖܤμɥƷƝදॖܤ ƂǷȳǰȫȬȐȸื൦ฆӳ൦ఀƃƂǷȳǰȫȬȐȸื൦ฆӳ൦ఀƃƂǷȳǰȫȬȐȸื൦ฆӳ൦ఀƃƂǷȳǰȫȬȐȸื൦ฆӳ൦ఀƃ    
 
˂৑Ʒ൦ఀƷ̅ဇሁƴǑǓ൦٭ן˂৑Ʒ൦ఀƷ̅ဇሁƴǑǓ൦٭ן˂৑Ʒ൦ఀƷ̅ဇሁƴǑǓ൦٭ן˂৑Ʒ൦ఀƷ̅ဇሁƴǑǓ൦٭ן

ѣƕឪƜǓŴื Ʒ̅ဇɶƴืภƕ࣯ѣƕឪƜǓŴื Ʒ̅ဇɶƴืภƕ࣯ѣƕឪƜǓŴื Ʒ̅ဇɶƴืภƕ࣯ѣƕឪƜǓŴื Ʒ̅ဇɶƴืภƕ࣯

ɥଞƢǔʙƕƋǓŴǍƚƲƷऀǕƕɥଞƢǔʙƕƋǓŴǍƚƲƷऀǕƕɥଞƢǔʙƕƋǓŴǍƚƲƷऀǕƕɥଞƢǔʙƕƋǓŴǍƚƲƷऀǕƕ

ƋǓǇƢƷưදॖƠƯɦƞƍŵƋǓǇƢƷưදॖƠƯɦƞƍŵƋǓǇƢƷưදॖƠƯɦƞƍŵƋǓǇƢƷưදॖƠƯɦƞƍŵ    
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ዅ൦ȷዅื੗ዓțȸǹǛ࣏ᙲˌɥƷዅ൦ȷዅื੗ዓțȸǹǛ࣏ᙲˌɥƷዅ൦ȷዅื੗ዓțȸǹǛ࣏ᙲˌɥƷዅ൦ȷዅื੗ዓțȸǹǛ࣏ᙲˌɥƷ

щư୺ƛƯ৵ǒƳƍǑƏƴදॖƠщư୺ƛƯ৵ǒƳƍǑƏƴදॖƠщư୺ƛƯ৵ǒƳƍǑƏƴදॖƠщư୺ƛƯ৵ǒƳƍǑƏƴදॖƠ

ƯɦƯɦƯɦƯɦƞƍŵƞƍŵƞƍŵƞƍŵ    
ɢɟ৵ǕƨئӳƸŴʩ੭ƠƯɦƞƍŵ 

ዅ൦ȷዅื੗ዓțȸǹƷ৵ǕƴƝዅ൦ȷዅื੗ዓțȸǹƷ৵ǕƴƝዅ൦ȷዅื੗ዓțȸǹƷ৵ǕƴƝዅ൦ȷዅื੗ዓțȸǹƷ৵ǕƴƝ

දॖɦƞƍŵදॖɦƞƍŵදॖɦƞƍŵදॖɦƞƍŵ    
ᴦᴈᴕƷஇݱ୺ƛҞࢲ 50 6᳸0mm(ᛟଢ

୿ϋӋༀ)ŴƦǕǑǓǋݱƞƘ୺ƛƯ̅

ဇƠǇƢƱᴦᴈᴕƕ৵ǕŴ৵ǕƨᢿЎư

ଔ஖ᄊْǛဃơǔӧᏡࣱƕƋǓǇƢŵ 

ዅ൦ȷዅื੗ዓțȸǹӷٟƷɧᙲƳ੗ዅ൦ȷዅื੗ዓțȸǹӷٟƷɧᙲƳ੗ዅ൦ȷዅื੗ዓțȸǹӷٟƷɧᙲƳ੗ዅ൦ȷዅื੗ዓțȸǹӷٟƷɧᙲƳ੗

ᚑƸᢤƚƯɦƞƍŵٳᢿᙀޖࢍƷᄶ᎔ᚑƸᢤƚƯɦƞƍŵٳᢿᙀޖࢍƷᄶ᎔ᚑƸᢤƚƯɦƞƍŵٳᢿᙀޖࢍƷᄶ᎔ᚑƸᢤƚƯɦƞƍŵٳᢿᙀޖࢍƷᄶ᎔

ƴǑǔٳͻưțȸǹࣱᏡƷэ҄ƷӧƴǑǔٳͻưțȸǹࣱᏡƷэ҄ƷӧƴǑǔٳͻưțȸǹࣱᏡƷэ҄ƷӧƴǑǔٳͻưțȸǹࣱᏡƷэ҄Ʒӧ

ᏡࣱƕƋǓǇƢƷưᢤƚƯɦƞƍŵᏡࣱƕƋǓǇƢƷưᢤƚƯɦƞƍŵᏡࣱƕƋǓǇƢƷưᢤƚƯɦƞƍŵᏡࣱƕƋǓǇƢƷưᢤƚƯɦƞƍŵ    
țȸǹƕ৵ǕŴ৵ǕƨᢿЎưଔ஖

ᄊْǛဃơǔӧᏡࣱƕƋǓǇƢŵ 

ዅ൦ȷዅื੗ዓțȸǹǛ൦ఀஜ˳ዅ൦ȷዅื੗ዓțȸǹǛ൦ఀஜ˳ዅ൦ȷዅื੗ዓțȸǹǛ൦ఀஜ˳ዅ൦ȷዅื੗ዓțȸǹǛ൦ఀஜ˳

ᇢ᩿Ɣǒಊᇢƴމ୺ƠƯ଀߻Ơᇢ᩿Ɣǒಊᇢƴމ୺ƠƯ଀߻Ơᇢ᩿Ɣǒಊᇢƴމ୺ƠƯ଀߻Ơᇢ᩿Ɣǒಊᇢƴމ୺ƠƯ଀߻Ơ

ƳƍưɦƞƍŵƳƍưɦƞƍŵƳƍưɦƞƍŵƳƍưɦƞƍŵ    
țȸǹƕ৵ǕŴ৵ǕƨᢿЎưଔ஖

ᄊْǛဃơǔӧᏡࣱƕƋǓǇƢŵ 

ȏȳȉǷȣȯȸǛࡽƖЈƠŴǷȣȯȏȳȉǷȣȯȸǛࡽƖЈƠŴǷȣȯȏȳȉǷȣȯȸǛࡽƖЈƠŴǷȣȯȏȳȉǷȣȯȸǛࡽƖЈƠŴǷȣȯ

ȸțȸǹƕǹȠȸǺƴѣƘƔᄩᛐƠȸțȸǹƕǹȠȸǺƴѣƘƔᄩᛐƠȸțȸǹƕǹȠȸǺƴѣƘƔᄩᛐƠȸțȸǹƕǹȠȸǺƴѣƘƔᄩᛐƠ

ƯɦƞƍŵƯɦƞƍŵƯɦƞƍŵƯɦƞƍŵ((((ᴢᴵᴜᴶᴔᴄᴴᴈᴘᴊᴤᴷ൦ఀƷئӳᴢᴵᴜᴶᴔᴄᴴᴈᴘᴊᴤᴷ൦ఀƷئӳᴢᴵᴜᴶᴔᴄᴴᴈᴘᴊᴤᴷ൦ఀƷئӳᴢᴵᴜᴶᴔᴄᴴᴈᴘᴊᴤᴷ൦ఀƷئӳ))))    
ǷȣȯȸțȸǹƕǹȠȸǺᴶƴѣƔƳ

ƍئӳƸ࠮ฏᢿǛᄩᛐƠƯŴǷȣȯȸ

țȸǹƷᡫǔᆰ᧓Ǜᄩ̬ƠƯɦƞƍŵ 

ዅ൦ȷዅื੗ዓțȸǹǛ໯ྸƴࡽዅ൦ȷዅื੗ዓțȸǹǛ໯ྸƴࡽዅ൦ȷዅื੗ዓțȸǹǛ໯ྸƴࡽዅ൦ȷዅื੗ዓțȸǹǛ໯ྸƴࡽ

ƬࢌǒƳƍưɦƞƍŵƬࢌǒƳƍưɦƞƍŵƬࢌǒƳƍưɦƞƍŵƬࢌǒƳƍưɦƞƍŵ    
 
țȸǹƕ৵ǕǔӧᏡࣱƕƋǓǇƢŵ 

 
 
 
 

ႸႮǓᡫǓƷืƕЈǔǑƏŴ࣏ƣภࡇᛦራǛᘍƬƯɦƞƍŵႸႮǓᡫǓƷืƕЈǔǑƏŴ࣏ƣภࡇᛦራǛᘍƬƯɦƞƍŵႸႮǓᡫǓƷืƕЈǔǑƏŴ࣏ƣภࡇᛦራǛᘍƬƯɦƞƍŵႸႮǓᡫǓƷืƕЈǔǑƏŴ࣏ƣภࡇᛦራǛᘍƬƯɦƞƍŵ    
ᚨܭவˑƴǑƬƯƸႸႮǓᡫǓƷืƕЈƣŴ 
ǍƚƲǛƢǔऀǕƕƋǓǇƢŵ 

 

� � � � � � � � � � � � ƜƷዋᘙᅆƸŴƠƯƸƍƚƳƍžᅠഥſƷϋܾưƢŵ � � � � � � � � � � � � ƜƷዋᘙᅆƸŴ࣏ƣܱᘍƠƯ᪬ƘžࢍСſƷϋܾưƢŵ 

    μɥƷƝදॖƂǵȸȢǹǿȃȈื൦ฆӳ൦ఀƃܤμɥƷƝදॖƂǵȸȢǹǿȃȈื൦ฆӳ൦ఀƃܤμɥƷƝදॖƂǵȸȢǹǿȃȈื൦ฆӳ൦ఀƃܤμɥƷƝදॖƂǵȸȢǹǿȃȈื൦ฆӳ൦ఀƃܤ

Ɲ̅ဇƝ̅ဇƝ̅ဇƝ̅ဇƷႏಮǁƷႏಮǁƷႏಮǁƷႏಮǁ���� ൦ఀǛܤμƴࣛᢘƴƓ̅ƍƍƨƩƘƨǊƴ൦ఀǛܤμƴࣛᢘƴƓ̅ƍƍƨƩƘƨǊƴ൦ఀǛܤμƴࣛᢘƴƓ̅ƍƍƨƩƘƨǊƴ൦ఀǛܤμƴࣛᢘƴƓ̅ƍƍƨƩƘƨǊƴ    
ᲤƜƜƴᚡ᠍ƞǕƯƍǔϋܾƸŴܱᨥƷՠԼƱီƳǔئӳƕƋǓǇƢŵ 

Ŧᛟଢ୿ǛǑƘᛠǜưƓ̅ƍɦƞƍŵᛟଢ୿ǛǑƘᛠǜưƓ̅ƍɦƞƍŵᛟଢ୿ǛǑƘᛠǜưƓ̅ƍɦƞƍŵᛟଢ୿ǛǑƘᛠǜưƓ̅ƍɦƞƍŵ 
ӕৢᛟଢ୿ǛƓᛠǈɦƞƍŵࢫᇌƭऴإƕƨƘƞǜƋǓǇƢŵǇƨŴ̬ᚰ୿ƸٻЏƴ̬ሥƠƯɦƞƍŵ 

ŦܤμƷƨǊƴදॖƠƯɦƞƍŵêᲫܤμƷƨǊƴදॖƠƯɦƞƍŵêᲫܤμƷƨǊƴදॖƠƯɦƞƍŵêᲫܤμƷƨǊƴදॖƠƯɦƞƍŵêᲫ 
� ȷ൦ఀǍǷȣȯȸȘȃȉƷɟ଺ഥ൦Ƹɟ଺ႎƳഥ൦ဇưƢƷưŴ൦ఀǛ̅ƍኳǘƬƨǒஜஹƷȏȳȉ�

� � ȫǛ᧍ơƯɦƞƍŵ 
� ȷඹຩƕฎǜƩǒ൦ఀǛ᧍ơƯɦƞƍŵ 
� ȷțȸǹǍǷȣȯȸȘȃȉǛෘ಺Ǎ൦಺ƴ๱ƚƨǇǇ્ፗƠƳƍưɦƞƍŵᲢᡞ්᧸ഥƷƨǊᲣ 
� ȷᣠࣱǍطእኒƷඹдǛ൦ఀƴƔƚƳƍưɦƞƍŵ 
 
 
 
ŦܤμƷƨǊƴදॖƠƯɦƞƍŵêᲬܤμƷƨǊƴදॖƠƯɦƞƍŵêᲬܤμƷƨǊƴදॖƠƯɦƞƍŵêᲬܤμƷƨǊƴදॖƠƯɦƞƍŵêᲬ 
� ȷืภǛᄩƔǊƯɦƞƍŵǷȣȯȸǛ̅ဇƢǔ଺Ŵ᫘ԏƴλǔ଺ƴƸʙЭƴภࡇǛᄩᛐƠƯɦƞƍŵ 
 
 
 
 
� ȷ̅ဇɶŴ̅ဇࢸƷื൦ฆӳ൦ఀஜ˳ƸŴ༏ƘƳƬƯƍǔئӳƕƋǔƷưŴɧදॖƳ੗ᚑƴදॖƠƯɦƞƍŵ 
 
 
 

ŦɢɟƴͳƑ൦ᢊƷΨఀŴഥ൦ఀƷˮፗǛᄩᛐƠƯƓƍƯɦƞƍŵɢɟƴͳƑ൦ᢊƷΨఀŴഥ൦ఀƷˮፗǛᄩᛐƠƯƓƍƯɦƞƍŵɢɟƴͳƑ൦ᢊƷΨఀŴഥ൦ఀƷˮፗǛᄩᛐƠƯƓƍƯɦƞƍŵɢɟƴͳƑ൦ᢊƷΨఀŴഥ൦ఀƷˮፗǛᄩᛐƠƯƓƍƯɦƞƍŵ 
 ᩗǍ๨൦ʙ૏ƷƱƖ८ƯƣƴฎǈǇƢŵע

Ŧǭȃȁȳȷඹ᩿҄ታӨƷǷȣȯȸ൦ఀƸŴஔɟဪƷ̅ƍڼǊƷ൦Ƹ᫩ǇƣƴКƷဇᡦƴƓ̅ƍɦƞƍŵǭȃȁȳȷඹ᩿҄ታӨƷǷȣȯȸ൦ఀƸŴஔɟဪƷ̅ƍڼǊƷ൦Ƹ᫩ǇƣƴКƷဇᡦƴƓ̅ƍɦƞƍŵǭȃȁȳȷඹ᩿҄ታӨƷǷȣȯȸ൦ఀƸŴஔɟဪƷ̅ƍڼǊƷ൦Ƹ᫩ǇƣƴКƷဇᡦƴƓ̅ƍɦƞƍŵǭȃȁȳȷඹ᩿҄ታӨƷǷȣȯȸ൦ఀƸŴஔɟဪƷ̅ƍڼǊƷ൦Ƹ᫩ǇƣƴКƷဇᡦƴƓ̅ƍɦƞƍŵ 
� Ƿȣȯȸ൦ఀƸืȷ൦Ʒ๛သ᣽ƕٶƘŴƠƹǒƘ̅ǘǕƳƍƱŴǷȣȯȸțȸǹϋƷ൦Ƹෞ൒ဇƷطእ

ƕ໯ƘƳƬƯƠǇƍᐰƏƜƱƕƋǓǇƢŵ̅ƍڼǊƷืȷ൦Ƹ᫩ǇƣƴКƷဇᡦƴƓ̅ƍɦƞƍŵ 

Ŧ൦ఀƷ᧏᧍ƸǏƬƘǓદ˺ƠƯɦƞƍŵ൦ఀƷ᧏᧍ƸǏƬƘǓદ˺ƠƯɦƞƍŵ൦ఀƷ᧏᧍ƸǏƬƘǓદ˺ƠƯɦƞƍŵ൦ఀƷ᧏᧍ƸǏƬƘǓદ˺ƠƯɦƞƍŵ 
� ൦ఀǛ᧍Ǌǔ଺ƴƀȉȸȳƁƱƍƏǑƏƳ᪦ƕƢǔƜƱǛǦǩȸǿȸȏȳȞȸᲢ൦એ˺ဇᲣƱƍ

ƍǇƢŵᣐሥǛ්Ǖǔ൦ǍืƷѣƖǛ࣯ƴഥǊǔƜƱƴǑǓŴ් Ǖǔ൦Ʒןщƕ᭗ǇƬƯឪƜǓ

ǇƢŵᣐሥƴ୺ƕǓƕٶƍئӳǍ൦ᢊƷ൦ןƕ᭗ƍئӳƴǋឪƜǓǍƢƘƳǓǇƢŵ 

è˯ถƢǔƴƸഏƷ૾ඥƕƋǓǇƢŵ 
� ȷ൦ఀ᣿φƷȏȳȉȫǛ᧍Ǌǔ଺ƸŴưƖ� � ȷഥ൦ఀƕƭƍƯƍǔǋƷƸૅᨦƕƳƍᆉࡇǇ 

ǔƩƚǏƬƘǓ᧍ǊǔǑƏƴƠƯɦƞƍŵ     ưഥ൦ఀǛ዁ƬƯɦƞƍŵሁ 

� Ŧ൦ఀǋƓ৖λǕƠƯɦƞƍŵ൦ఀǋƓ৖λǕƠƯɦƞƍŵ൦ఀǋƓ৖λǕƠƯɦƞƍŵ൦ఀǋƓ৖λǕƠƯɦƞƍŵ 
� � ȷଐ᪭ƷƓ৖λǕᲢ௩ǒƔƍࠋưஜ˳ᘙ᩿ᄶƖᲣǛƠƯɦƞƍŵ 
� � ȷื൦ƷЈƕफƘƳƬƨ଺ǋǹȈȬȸȊȸǛੈᨊƠƯǈƯɦƞƍŵᲢฌੈƷˁ૾Ƹӕৢᛟଢ୿ưᄩᛐƠƯɦƞƍŵᲣ 
� � ȷ࠰ƴᲬׅˌɥƸ൦ఀԗǓƷ൦๨ǕƕƳƍƔໜ౨ƠƯɦƞƍŵ 
� � ȷီࠝǛज़ơƨǒƢǈǍƔƴ߻ʙࡃŴǇƨƸ࢘ᅈᆸӝǇưᡲዂƠƯɦƞƍŵ 

Ŧໜ౨ȷᢿԼʩ੭ǛƓᫍƍᐲƠǇƢŵໜ౨ȷᢿԼʩ੭ǛƓᫍƍᐲƠǇƢŵໜ౨ȷᢿԼʩ੭ǛƓᫍƍᐲƠǇƢŵໜ౨ȷᢿԼʩ੭ǛƓᫍƍᐲƠǇƢŵ 
� ൦ఀƷࣱᏡǛዜਤƢǔໝƴܭ஖ႎƳໜ౨ȷᢿԼʩ੭ƕ࣏ᙲưƢŵᄶ᎔э҄ᢿԼᲢǵȸȢǹǿȃȈǫȸȈȪ

ȃǸȷ� ǷȳǰȫȬȐȸǫȸȈȪȃǸȷǷȣȯȸțȸǹሁᲣƸŴᲯ࠰Ǜʩ੭ƷႸܤƱƠƯƓǓǇƢƕŴᡞ

ഥࡰƴƭƍƯƸŴǑǓܤμǛᎋƑଔǊᲢᲭ᳸Ჯ࠰ᲣƷໜ౨ȷʩ੭ǛƓƢƢǊƠǇƢŵƳƓŴǳȞȑȃǭȳ

Ƹෞ᎔ԼưƢŵෞ᎔Ʒᣃࡇʩ੭ɦƞƍŵໜ౨ŴᢿԼƷʩ੭Ƹ߻ʙࡃǍݦᧉಅᎍŴ࢘ᅈᆸӝƴƝ̔᫂ɦƞƍŵ ŦϵኽƕʖेƞǕǔƱƖƸϵኽʖ᧸ǛƠƯɦƞƍŵϵኽƕʖेƞǕǔƱƖƸϵኽʖ᧸ǛƠƯɦƞƍŵϵኽƕʖेƞǕǔƱƖƸϵኽʖ᧸ǛƠƯɦƞƍŵϵኽƕʖेƞǕǔƱƖƸϵኽʖ᧸ǛƠƯɦƞƍŵ 
� ൦ఀƕϵኽƢǔƱϋᢿƷ൦ƕ൧ƱƳǓᐔࢌƠŴ൦ఀǛᄊ੷ƢǔƜƱƕƋǓǇƢŵଡ଼Ɣƍ૾עưǋ

ϤܓƸϵኽƕឪƜǔƜƱƕƋǓǇƢŵٳƴ൧ƕࢌǔǑƏƳ଺ƸƏƬƔǓᄊ੷ƞƤŴ֥ φǛӕஆƑ

ǔƜƱƴƳǒƵǑƏഏƷƜƱǛᙾƑƯƓƍƯɦƞƍŵ 
� ȷෘܴϋƷภࡇǛɦƛƳƍǑƏƴᆸǛ᧏ƚƨǇǇƴƠƳƍưɦƞƍŵ 

ȷෘܴ੭ൢ৓ƸഥǊƯɦƞƍŵ 
ȷෘ಺ƷസǓืƸ৷ƔƳƍưɦƞƍŵ 

� ȷ൦Ǜݲ᣽ЈƠƯƓƍƯɦƞƍŵᲢႸܤƱƠƯᲫЎ᧓ƴཅʐȓȳᲫஜЎᆉࡇᲣ 
� ȷٳދƴеƖЈƠƴƳƬƯƍǔᣐሥǍ൦ఀƴƸŴ̬ภјௐƷƋǔǋƷǛࠇƍƯɦƞƍŵሁᲢƜǕ

ǒƸଡ଼Ɣƍ૾עưƷʖ᧸ਜ਼ፗưƢŵᲣ 
� � ƳƓŴϵኽƴǑǔ൦ఀƷᄊ੷Ƹ໯Ν̲ྸ̬ᚰݣᝋٳưƢŵ̬ᚰ஖᧓ϋưƋƬƯǋஊΝ̲ྸƱƳƓŴϵኽƴǑǔ൦ఀƷᄊ੷Ƹ໯Ν̲ྸ̬ᚰݣᝋٳưƢŵ̬ᚰ஖᧓ϋưƋƬƯǋஊΝ̲ྸƱƳƓŴϵኽƴǑǔ൦ఀƷᄊ੷Ƹ໯Ν̲ྸ̬ᚰݣᝋٳưƢŵ̬ᚰ஖᧓ϋưƋƬƯǋஊΝ̲ྸƱƳƓŴϵኽƴǑǔ൦ఀƷᄊ੷Ƹ໯Ν̲ྸ̬ᚰݣᝋٳưƢŵ̬ᚰ஖᧓ϋưƋƬƯǋஊΝ̲ྸƱ� � �� � �� � �� � �

ƳǓǇƢŵൢټʖإƴදॖƠƯϵኽᄊ੷ƞƤƳƍǑƏƴදॖƠƯɦƞƍŵƳǓǇƢŵൢټʖإƴදॖƠƯϵኽᄊ੷ƞƤƳƍǑƏƴදॖƠƯɦƞƍŵƳǓǇƢŵൢټʖإƴදॖƠƯϵኽᄊ੷ƞƤƳƍǑƏƴදॖƠƯɦƞƍŵƳǓǇƢŵൢټʖإƴදॖƠƯϵኽᄊ੷ƞƤƳƍǑƏƴදॖƠƯɦƞƍŵ    

ᝃჷᜤᲴ̅ဇႺࢸƴǷȣȯȸȘȃȉƔǒืȷ൦ƕȝǿȝǿ්ǕЈǔƷƸƳƥᲹᝃჷᜤᲴ̅ဇႺࢸƴǷȣȯȸȘȃȉƔǒืȷ൦ƕȝǿȝǿ්ǕЈǔƷƸƳƥᲹᝃჷᜤᲴ̅ဇႺࢸƴǷȣȯȸȘȃȉƔǒืȷ൦ƕȝǿȝǿ්ǕЈǔƷƸƳƥᲹᝃჷᜤᲴ̅ဇႺࢸƴǷȣȯȸȘȃȉƔǒืȷ൦ƕȝǿȝǿ්ǕЈǔƷƸƳƥᲹ    
ƍƭǋȝǿȝǿЈƯƍǔƷƸȏȳȉȫƷ᧍Ǌ૾ƕዼƍƔ൦ఀƷǳȞȑȃǭȳƕෞ᎔ƠƯƍǔƔ૏ᨦƠƯƍǔ

ƔưƢŵƕŴ̅ဇႺࢸƷɟܭ଺᧓ƩƚƷྵᝋưƋǕƹ᧍Ǌ૾Ŵᄶ᎔Ǎ૏ᨦưƸƋǓǇƤǜŵǷȣȯȸȘȃȉϋ

Ʒ൦ƸǷȣȯȸ૝൦ெƷᘙ᩿ࢌщƴǑǓ๛သƠƯƍǇƢŵਰѣǍෘܴȉǢƷ᧏ƚ᧍ǊƴǑǔൢןƷ҄٭ሁƴǑ

Ǔᘙ᩿ࢌщƕࢊƘƳǓŴȝǿȝǿƱ්ǕЈǔƜƱƕƋǔƨǊưƢŵ 
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